
　尼崎の森中央緑地（以降、当緑地）が
取り組んでいる森づくりの理念を知って
いただくことを目的に、種子採取をして
いるモデル地域の植生環境を見た後、当
緑地の植生環境を見て、当緑地が目指す
森について話していきたいと思います。
　当緑地は生物多様性をキーワードに森
づくりを進めています。森に植えている
植物は武庫川流域と猪名川流域にある林
（モデル地域）から種を取ってきて一か
ら育てたものです。当緑地で最初に植樹
がされたはじまりの森は、そこから南側
に広がる植樹地の見本林として、いくつ

もの林を育てています。最初の木を植え
てから現在までで15年が経ちました。大
きいもので13 mを越えた木もあり、立派
な森としての風格が出てきています（尼
崎21世紀の森について詳しくはこちら：
http://ama21mag.jp/idea/）。
　はじまりの森には夏緑広葉樹林がコナ
ラ－アベマキ林、エノキ－ムクノキ林の
2タイプ、常緑広葉樹林がアラカシ林、
ウバメガシ林の2タイプの計4タイプの林
が広がっています。コナラ―アベマキ林
は主に人里に近い低山に広がり、人の手
によって管理されてきた里山林です。エ
ノキームクノキ林は攪乱（土砂崩れや河
川の氾濫などにより植生が荒らされるこ
と）の多い斜面や河畔林に広がる林で
す。アラカシ林は里山林が放置されてで
きた林です（後述）。ウバメガシ林は瀬
戸内海側の沿岸部の低山に広がってお
り、ウバメガシは備長炭に利用されてき
ました。本記事ではこの4タイプの林の
様子を草本層（植生を高さによって階層
分けした際の最下層にあたる部分）を取
り上げて見ていきます。
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図１．はじまりの森の場所

図２．はじまりの森の４タイプの林の様子



　まずは手本としている六甲山系の草本
層の植生を見てみましょう。表１に種類
と共に植被率をまとめました。
　表１を見てみると、常緑広葉樹林より
夏緑広葉樹林のほうが草本層の植被率が
高い所があることが分かります。

　続いて北摂地域の植生です。表２に出
現種数をまとめました。エノキ－ムクノ
キ林とウバメガシ林については調査され
ていなかったため、省いています。
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図３．六甲山の４タイプの林の様子。

表１．六甲山の各林タイプの低木層および草本層の植被率と出現植物例（エノキ・ムクノキ林は平地ではなく斜面の植生）．六甲山系電子植生図鑑（国交省）より作成．

図４．北摂地域の２タイプの林の様子。

コナラ―アベマキ林



　夏緑広葉樹林と常緑広葉樹林を100m2
あたりの出現種数に関して比べてみると
、明らかに常緑広葉樹林の方が種数が少
ないことが分かります。また、草本層つ
いて樹種タイプ別に見た100m2あたりの
出現種数は、アラカシ林では常緑高木種
が最も高い（4.7）ですが、他の階層・樹
種タイプは1.0程度でした。よって、アラ
カシ林では常緑高木種以外の樹種はほと
んど草本層には生えていないことが分か
ります。
　これまで２つのモデル地域の植生につ
いて解説してきましたが、はじまりの森

の様子はどうでしょうか？
5月中旬に調査してみました（ウバメガ
シ林は小規模であったため調査していま
せん）。
　３タイプの林の出現種数について図５
にまとめました。
図６の通り、低木層が全くと言っていい
ほどありません。これは、はじまりの森
の植樹をする際に高木種を先行して植栽
し、林が十分に育った後に低木種を植え
る計画であり、まだ植栽をしていないた
めです。また、草本層において常緑広葉
樹林の植被率が低いことは他の地域でも
同じでしたが、出現種が在来種ではなく
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表３．当緑地内「はじまりの森」の各林タイプの植被率と種数と出現植物例．

林タイプ 100m2あたり
出現種数 植物例 林タイプ 100m2あたりの

出現種数 植物例
ミヤマガマズミ イヌガシ
コバノミツバツツジ ヤブニッケイ
コツクバネウツギ カナメモチ

夏緑高木種 6.3 夏緑高木種 1.1
夏緑低木種 7.2 夏緑低木種 1.0
夏緑多年草種 3.7 夏緑多年草種 0.6
常緑広葉高木種 2.6 常緑広葉高木種 4.7
常緑針葉高木種 0.8 常緑針葉高木種 0.3
常緑低木種 5.0 常緑低木種 1.6
常緑多年草種 2.6 常緑多年草種 0.3
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表２．北摂地域の各林タイプの階層と100m2あたりの出現種数と出現植物例．松村ほか(2007）より作成．



都市部でよく見られるような外来種が目
立ちます。これは、周囲の工場地域から
も外来種の種が飛んでくるためです。ま
た、緑地は元々は埋め立て地であり、盛
土中に外来種の種が多いことも理由の一
つです。このように、放置していると外
来種ばかりになってしまう環境であるた
め、モデル地域のような森を作るために
は、採ってきた種を育て、植樹し、持続
的に管理していかなければなりません。
　　今回比較したどの植生でも常緑広葉
樹林は夏緑広葉樹林と比べて草本層の植

被率や種数が少ないです。なぜなので
しょう？
　夏緑広葉樹は春季から秋季にかけては
葉がありますが、冬季には葉を落として
しまいます。一方、常緑広葉樹は１年中
、分厚い葉をつけています。よって、夏
緑広葉樹林では１年のうち一定期間は林
床へ日光が届きますが、常緑広葉樹林で
は通年林床が薄暗い状態で保たれること
になります。多くの植物の生育に不可欠
である日光が不足することにより日陰へ
の耐性が高い植物しか育たず、植被率が
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図５．単位面積当たりの植物の出現種数。グラフAは100 m2，グラフBは4 m2。六甲山系電子植生図鑑（国交省），松村ほか(2007）より作成。

図６．はじまりの森の３タイプの林の林床の様子。



低い樹林になってしまうのです。
　ただし、この２地域の森は元々、人が
管理していた里山林でした。里山は弥生
時代から生活に使う薪や炭を得るために
管理され、樹種はそれらを得やすいもの
が植えられました。それが、燃料や電気
の普及によって利用されなくなり徐々に
放置され、現在は里山放置林として兵庫
県内の多くの山野に広がっています。里
山として管理されている、もしくは放置
されて間もない林はコナラ林などの夏緑
広葉樹林となっており、里山放置林と
なって長い年月が経った林はアラカシ林
などの常緑広葉樹林へと遷移（樹林が年
月の経過に伴って移り変わっていくこ
と）しています。人の影響を受けていな
い原生林では、種多様性が豊かな林に保
たれます。しかし、長い間、広範囲の森
を人が管理していたため、周囲に原生林
がなく、遷移の過程（例：埋土種子（土
の中にある植物の種）の発芽、鳥類によ
る種子散布（鳥が果実を食べ、その種が

入った糞を周辺環境ですること））で出
現するはずだった植物が消失してしまっ
たことが、このような里山放置林を形成
してしまっている原因です。そのため、
長い期間をかけて人が里山林にしてし
まった林を豊かに保つためには、ずっと
人が手入れをし続けなくてはなりません
（服部ほか，2005a）。現在も里山林と
して管理され続けている例として、北摂
地域で昔からの地元産業である池田炭の
ために管理されているクヌギ林がありま
す（服部ほか，2005b）。
ここまで聞くと、常緑広葉樹林に悪い印
象を抱くかもしれませんが、常緑広葉樹
林にしか生息しない、例えば日陰を好む
ある種の植物や土壌生物にとっては貴重
な生息場となっているため重要です（例
えば、才木ほか（2010）や、新島ほか
（2008）など）。兵庫県神戸市西区にあ
る「太山寺」の常緑広葉樹林は昔から原
生林として保たれてきました。そのため
、コクランやカギカズラ類などの希少な
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図７．夏緑広葉樹と常緑広葉樹を下から見上げた様子。常緑樹の方が比較的葉が分厚いため、林床にあまり日光が届かない。



植物種が生息していますが、特筆すべき
はそこに生息している種数の多さです
（石田ほか，1998）。昔から常緑広葉樹
林に生息していた植物種が消失してし
まった里山放置林がこのような多様性が
豊かな林になるためには何百年かかるか
見当もつきません。
　当緑地では周辺地域の植生をモデルに
した森づくりに取り組んでいます。また
、植栽場所に合わせた樹種選択をしてい
ます。例えば、海岸沿いにはマツを植え
防風林とし、園路沿いには明るい林床の
夏緑広葉樹林にし、その奥は鎮守の森の
ような常緑広葉樹林にするといった形で
す。今回は4タイプの林しか紹介できま
せんでしたが、モデル地域には他にも
様々な林タイプがあります。ある植物が
なければ育たない植物や動物、細菌類な
どがいます。当緑地が掲げる豊かな森づ
くりを進めるためには、他の公園や街路
樹のように人間が管理しやすいほんの数
種の植物を植えるのではなく、多様な植
生を作り出すことが重要なのです。

　森づくりのために必要な植物は草本、
木本問わず全てモデル地域から採取した
種子から育てたものです。そして、当緑
地には野外では数が減少している種も多
く植栽されています。そのため、当緑地
は数が減ってしまった植物種の「生息域
外保全」をする役割も担っています。生
息域外保全とは、数が減ってしまった生
物種を一時的に飼育し、人工的に個体数
を増やし再度野外に離す生物の保全の方
法の一種です（例えば、兵庫県ではコウ
ノトリの野生復帰事業が行われています
（江崎ほか，2012））。仮にある種が野
外絶滅したとしてもその地域の遺伝的な
系統が当緑地で守られている限り、野外
へ植栽し生息域内保全（生物種の生息場
でその生物種を保全すること）に切り替
えることも可能となります。近年は里山
放置林の常緑広葉樹林化や、シカによる
食害などの獣害により、夏緑植物への被
害が深刻化しており（石田ほか，2010；
松村ほか，2007；服部ほか，2005）、本

b

図８．マツ林のイメージ図。昔は尼崎の浜には防風林としてマツ林が広がっていた。

図９．湿った林床を好むギンリョウソウ。自身で光合成をして栄養を得てはおらず、菌類から栄養を得ている。光合成をするための葉緑体がなく、また色素がないため白い。



格的に生息域外保全について考えていか
なければならない状況にあります。

b

b 　上記のように当緑地はあらゆるタイプ
の樹林を形成し、生物多様性の高い森づ
くりを進めています。ぜひ定期的に森に
来てその変化を楽しんでくださいね。

図１０．コウノトリ。兵庫県立コウノトリの郷公園で飼育下繁殖（域外保全）に成功し、2005年の放鳥後に野外繁殖もしている。1963年には国内では14羽にまで減少したが、2020年6月現在、野外コウノトリは200羽にまで回復した。（兵庫県立コウノトリの郷公園HPより）

図１１．シカの食害を受けたブナ（5月，氷ノ山）。シカの口が届く部分は葉だけでなく樹皮も食い尽くされている（薄茶色の枝）。シカは葉が少ない冬季は樹皮も食べて飢えをしのぐ。これにより、若い樹木などは枯死してしまう。

図１２．当緑地内に咲くエドヒガン。兵庫県レッドデータブック2020 Cランク。

図１３．鳥類や昆虫類も多く姿を現すようになってきた。今後、より一層、生物多様性が豊かな森を作っていく予定だ。
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